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くの外科医で手術， 4月23日当院入院， 4月 26日開
口障害出現，翌 27日全身痘撃強くなる(潜伏期6
日， Onset time約 2日〉。アメリゾ、-}レ投与により
経過良好であったが， 5月4日急に呼吸，心停止を
起こし死亡。この症例につき私は反省と検討を試み
たので報告する。 
1. 手術時十分な消毒を行なっておれば破傷風感
染などということは起こらなかったで、あろう。 
2. 開口障害出現時の抗毒素血清投与が不十分で 
あったと思う。
3. ペニシリンなど各種抗生物質はある程度の菌
発育抑制には効果があると思うが，あまりたよらな
い方が良いと思う。 
4. 感染創は早く惜しげもなく徹底的に切断切除
を行なうこと。 
5. 痘寧抑制には dTCが最も有効で、ある。
28) 最近 2年間に当院にて経験せる破傷風例につ
いて
藤倉病院藤倉静男
千大整形松本秀夫
最近 12症例の破傷風患者を経験したので報告す
る。①受傷より初発症状の発現までの期間の長短
が予後におおいに関係し乳幼児の死亡率は大であ
る。
②われわれは破傷風血清を 10万単位発病と同時
に5%ブドウ糖液，またはリンゲル液にとかし点滴
静注したのであるが良い効果を得た。
③常に発作にそなえ気道確保と感染防止に留意
する必要がある。
④汚染された創傷に対しては厳重に清浄法を行
ない予防血清を使用する必要がある。
29) 日本鉱業株式会社日立鉱業所における労働災
害調査(第 1報)
日本鉱業中央病院整形久米通生
昭和39年9月 1日より昭和40年5月31日までの
9カ月間の日立鉱業所における鉱山災害の実態につ
いて報告した。症例は 138例で社員のうち肉体労働
に従事している男女の 4.98%に相当した。週別発生
件数では木曜日，金曜日をピークとし，時刻別では
午前 9時を中心とする主として午前中に集中してい
た。
原因別では取扱中の器材，鉱物によるもの，部位
別では指の外傷が圧倒的に多かった。さらに症例を
重ねて検討する予定である。
30) 観血的治療を行なった骨折3例

土橋外科土橋正明 

下腿骨複雑骨折症例について観血的治療法と仮関
節発生との関連について検討した。 
31) 循環障害を呈した 2交通外傷例

高崎第一病院鹿山徳男 

交通事故が多発し複雑高度な外傷例がさほど珍し 
くもない今日この頃でも循環障害を伴ったものはそ
の予後の悲惨な点で特異な存在と思える。第 1例は
16才の女学生で軽四輪車に左肘部を蝶走され同部 
分の皮膚の全周にわたって壊死をきたしたものであ
る。
第2例は 10才の女子小学生で小型トラックに両
大腿部を蝶走されたと思われる症例で両大腿骨の骨 
折で来院，スピードトラックによる牽引を行なった
が約 1週後より右下腿中 2/3部の皮膚，筋肉の壊死
をきたした症例である。 2例とも交感神経切除術
(動脈周囲の)を行ない壊死の進行を停止し得たと
考えられる。また 2例とも将来ある若い女性のため
予後は悲惨であり補償問題がおこり診療担当者とし
ても多くの教訓!と反省を求められる症例であった。
また原因のーっとしては醸走 (runover)という特
殊なメカニズムが要因として無視し得ないものであ
ると考えている。 
32) 高度の汚染を伴った複雑骨折の手術症例

浦賀重工病院整形外科坂巻 陪

千大整形黒岩嘩光 

近年，労働災害，交通事故などによって増加する
傾向にある開放性骨折の治療に関しては，受傷後の 
時間的経過，汚染の度合，軟部組織の修復状態，骨
折の型，患者の全身状態、などによって，骨接合術
が，いつ行なわれるべきかが決定される。しかし，
受傷後， 6，._，8時間以内のものに対し?ては，その初期 
治療を厳重に行なって，積極的に，骨折の一次的接 e
合術を行なうことの優位性が認められている。
われわれも，高度な汚染と軟部組織の挫滅を伴つ
た開放性骨折 3例を治療し，その初期治療を厳重に
行ない，すなわち，千倍逆性石鹸液，イソジン，生
塩水による Surgicalcleaningと必bridementを
完全に行ない， 2例に対しては，一次的骨接合術を
行ない， 1例に対しては，二次的に骨接合術を行な
